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１．研究目的 
 第１子妊娠・出産時にバースプランを介在とする助産師の継続的なケアを受けた妊産婦
自身が、母親になる過程をどのように意味づけているかを明らかにする。  
２．研究方法 
Ｓ県内の助産所４か所において第１子を 2013（平成 25）年８月～９月に出産予定の正常
妊婦を対象に、妊娠中期・末期・産後１か月の計３回の半構成的面接を実施する。調査項
目は「バースプランニングのきっかけ」「プラン内容および理由」「お産のイメージ」「どの
ような親になりたいか」「プラン実現に向けた準備」「作成過程における気持ちの変化」な
どである。分析方法は、面接場面の逐語記録を作成し、質問項目ごとに記述する。なお、
本研究においては、バースプランを「どのようなお産をしたいか、どのような子育てをし
たいかを考えて出産施設に文書または口頭で伝えること」とし、修正をしながら継続して
いく意味で「バースプランニング」とした。  
 倫理的配慮として①対象者の選定から同意までのプロセスの妥当性、②個人のプライバ
シーへの配慮および研究の不利益による対処方法の妥当性、③人権擁護の手続きの妥当性
について、聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認（認証番号 12064）を得て実施した。 
３．事例紹介および結果  
 今回は経過報告として妊娠中期の３名に実施した面接調査の結果を述べる。  
【Ａ氏】30 歳代前半、夫立ち会い分娩希望でリラックスして出産したい。 
お産に対して「自分の産む力を試したい。」「赤ちゃんにいいことで根拠があるなら頑張
ってやってみたい。」と語り、妊娠前から出産に備えて体力づくりをしているという。性格
を「緊張しやすいタイプ」と話し、今の自分を「悪いことを考えないようにしているのか
もしれない。」と述べた。  
【Ｂ氏】30 歳代前半、陣痛促進は使用せず、自分と赤ちゃんのタイミングで産みたい。 
 「これまでも自分で決めるタイプ。」と話し、「流されて出産を迎えるのでなく、自分で
考えて迎えたい。」「皆、産んでいるのだから恐怖はない。」と述べた。助産所分娩を選択後
は「出産に関心をもつようになった。大事にしようと思った。」という。 
【Ｃ氏】20 歳代後半、夫立ち会い分娩を検討中。自分が何を求めるか想像がつかないが、
分娩中は経過を説明してほしい。 
 「まだ漠然としていて自分中心。赤ちゃんの気持ちがわかるようになれば気持ちも変わ
るのかな。」「仕事で疲れて何も準備していない。」「母親になった実感というより、自分の
中に１人の人間がいるんだなあと思う。」と語った。  
 ４．考察 
積極的にお産の準備をしているＡ氏・Ｂ氏には、納得のいくお産をしたいという思いが
みられた。Ｃ氏は妊娠による身体的変化に適応している段階である。３事例ともにお産の
イメージや親役割については抽象的な内容だが、語り口は前向きである。胎動により胎児
を意識し始め、「自分と赤ちゃん」のように胎児に対する愛着を表出している。  
今後は事例の蓄積とともに、追跡調査におけるバースプランニングに関連した語りから、
母親の役割転換していく過程を分析したい。  
＊本研究のタイトルは調査方法の一部変更に伴い、共同研究申請時と変更した。研究成果
は 2014 年３月 31 日までに母子保健分野の学会発表または学会誌に投稿の予定である。  
